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研究成果の概要（和文）：本研究は、在宅緩和医療を受けている患者・家族を対象としたイン

タビュー調査を実施し、死生観にかかわる患者・家族の語りを広く収集するとともに、現代日

本の倫理的・文化的背景を踏まえつつ、思想史的な視座から死生観の変位を跡づけた。そのう

えで各人が自らの生と死をどのように捉え、その「意味」をいかに語り出したかを焦点に、多

様な専門的背景をもつチームにおいて考察と分析を進め、倫理学的な観点からの基礎づけを試

みた。 

 
研究成果の概要（英文）：In close cooperation with medical practices of palliative home care, 

this research laid the ethical foundation for the various “views on death and dying“ based 

upon the lived experiences of the terminally ill patients, after widely discovering and 

assembling them.  
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１．研究開始当初の背景 

欧米からの輸入段階にようやく別れを告
げ、「応用倫理学 applied ethics」と総称さ
れる学的な営みは、わが国においても独自か
つ多様な展開を見せつつある。たとえば生命
倫理学の分野では、日本の社会的・文化的な
背景を踏まえた研究、あるいは医療現場や市
民層に対する研究成果の還元が進められよ

うとしている。しかしそこには、哲学的・倫
理学の普遍的な（universal）知見を個々の
特殊な（specific）事例に適用する（apply）
という抜きがたい発想が、依然として見受け
られる（竹之内裕文「哲学的な生と臨床の現
場――介助の経験を顧みつつ」、『臨床倫理
学』第 2号所収、臨床倫理検討システム開発
プロジェクト編、2002 年）。これとは一線を
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画すかたちで開始された「臨床哲学」や「臨
床倫理学」の取り組みを見ても、なるほど各
種研究会や哲学カフェなどの企画を通して、
多種の専門職や市民層との接触が積極的に
試みられているにせよ、研究者自らが臨床の
個別的な場に足を踏み入れ、そこで営まれる
「生」（生命・生活・人生）と直接に対峙す
るという姿勢は希薄であるといわざるをえ
ない。従来の哲学的・倫理学的な取り組みに
おいては、このようにして「生と死」にかか
わる各人のいわば等身大の理解、つまり「生
ける死生観」が取り逃がされ、それゆえ主題
的な考察の対象とされることもなかった。 

死生学研究という各人の「生と死」にかか
わる学的な探究についても、これと同様のこ
とが指摘できる。A・デーケンによる「死へ
の準備教育」を嚆矢として、わが国でも 1980
年代以降、「死の臨床研究会」や「日本臨床
死生学会」といった学会が発足し、また近年
では、東京大学 21 世紀 COE プログラム「生
命の文化・価値をめぐる「死生学」の構築」
や東洋英和女学院死生学研究所等の研究拠
点が形成されてきた。これらの取り組みは、
市民層に対する啓蒙活動、既成の学的枠組み
を超えた学際的な活動など、たしかに一定の
社会的役割をはたしてきたといえる。しかし、
これらの学会や研究拠点における活動の力
点は、会員の大多数を占める医療関係者によ
る専門的知見の共有、あるいは学際的な研究
成果の集積におかれてきたといってよい。教
育や医療などの現場に身をおく各人の死生
観は、その文化的・社会的背景とともに、こ
こでも、十分な光を投げかけられることがな
かったのである。 

以上の問題意識に基づいて、本研究は、現
場に身をおく各人の死生観に照準を定める。
ここで終末期疾患を抱える病者に注目する
のは、人は多くの場合、生老病死の苦しみに
よって、なかでも死の可能性の切迫によって、
自らの生と死の「意味」に直面させられるか
らである。生活全般に影響を及ぼす慢性疾患、
あるいは生命にかかわる終末期疾患は、それ
を抱える者の「生」の自明性を動揺させ、そ
の「意味」の主題化を迫るのである。ではな
ぜ、終末期医療の現場のうちでも、特に在宅
ホスピスを拠点とするのか。生と死の「意味」
をめぐる各人の探究は、さしあたり、それぞ
れが積み重ねてきた経験や履歴の一つひと
つを手がかりにしてなされる。にもかかわら
ず、現代日本の「病院死」は、各人の生の経
験――家族等との人間関係もふくめて――
が刻印された「空間」（自宅・地域）から、
患者を引き離し、各自が「生の履歴」と〈再
会〉する機会を奪ってきた。これに対して、
在宅での終末期生活では、自宅を中心とした
地域社会の「空間の履歴」（桑子敏雄『環境
の哲学』、講談社学術文庫、1999 年）に触発

されるかたちで、生と死に関する豊かな語り
が紡がれつづけている。この点で在宅ホスピ
スの現場は、現代の「生きる死生観」にふれ
る得がたい場と考えられるのである。 
 
２．研究の目的 

以上の通り、終末期の在宅生活は、生と死
に関する豊かな語りの源泉と位置づけられ
る。在宅ホスピスの現場は、「生ける死生観」
にふれる得がたい場であり、これを発掘し、
倫理学的に基礎づけることは、現代日本社会
に生きる同時代人に対して、「生と死」に向
きあう足がかり――病院死の急増をはじめ
とする社愛変動により掘り崩されつつある
――を提供するという意義をもつはずであ
る（竹之内裕文「「間」の出来事しての死―
―在宅ホスピスの現場から学び、考えてきた
こと」、『文化と哲学』第 24 号、静岡大学哲
学会編、79－103頁、2007年 11月）。 

本研究では、在宅ホスピスを始めとする終
末期医療の現場との緊密な連携関係に基づ
いて、終末期疾患を抱える病者の「生ける死
生観」が広く掘り起こされ、その倫理学的な
概念化、基礎づけが試みられる。それによっ
て、今日の日本社会に生きる同時代人に対し
て、各人が自らの「生と死」に向きあう手が
かりが示され、またそれとともに、人間の死
生をめぐる哲学的・倫理学研究の新たな一歩
が刻まれるならば、本研究の目的は果たされ
たことになる。 
 
３．研究の方法 
Ａ）在宅緩和医療従事者との緊密な連携のも
と、在宅緩和医療を受けている患者・家族を
対象としたインタビュー調査を実施し、死生
観にかかわる患者・家族の語りを広く収集す
る（主として、社会学を専門とする研究協力
者が担当）。このようにして同時代の身近な
死生観の発掘を進める。 
Ｂ）それと並行して、現代日本の倫理的・文
化的背景、なかでも高度経済成長期における
社会的変動を見すえつつ、現代の闘病記、あ
るいは文人（homme de lettres）が書き遺し
た書簡、日記、遺書に題材を求めるというか
たちで、思想史的な視座から死生観の変位を
たどっていく（主として、日本思想史を専門
とする分担研究者が担当）。 
Ｃ）前項のＡ）とＢ）において、各人が自ら
の生と死をどのように捉え、その「意味」を
いかに語り出したかを焦点に、多様な専門的
背景をもつ人文社会科学研究者および多職
種の医療・介護スタッフにより構成されるチ
ームにおいて、考察と分析を進める。 
そのさい研究代表者は、ハイデガー哲学に

おける「意味」理解――そこへの眼差しのも
とに各人が自らの生と死を受け止めるとこ
ろ（Woraufhin）――に立ち、チームによる



 

 

共同討議を主導する。すなわち、「いかなる
ものへの眼差しのもとに生と死が受けとめ
られているか」という観点から、死生観の概
念化、基礎づけが図られ、死生観の諸相が区
分されていくのである。 

先述のように、研究代表申請者は近年、他
なるもの（者・物）との「間」の出来事とし
て「死」を捉える論考を公刊しており、Ｃ）
の共同作業では、この試論の射程が検証され
ることになる。なおＣ）に際しては、わが国
における死生観教育の現状と課題を踏まえ、
「どのような死生観が、いかなる理由から求
められるのか」という問いを携えつつ、考察
を進める。 
 
４．研究成果 
（１）初年度は研究代表者、分担研究者（桐
原健真氏）、研究協力者（田代志門氏、鷹田
佳典氏、山本佳世子氏）がこれまでに実施し
てきた研究の成果の結集と進展に努めた。 

Ａ）聞き取り調査においては、新たなフィ
ールドの開拓に努めるとともに、遺族を対象
としたインタビューを開始した。その結実
として、東北在宅ホスピスケア研究会
『2007（平成 19）年 6 月実施  在宅ホ
スピスご遺族アンケート報告書』（東北
大学臨床死生学研究会、2008 年）をも
とに「在宅ターミナルケア遺族調査デー
タ ベ ース (http://www.sal.tohoku.ac.jp/ 
rinshiken/database/）を作成し、遺族調
査を多様な側面から検討する基礎づく
りを行った。  

Ｂ）思想史研究では、日本における「病
院信仰」「医療万能主義」の歴史的文化
的背景を、近代的病院の草創期であるキ
リシタン時代から検討し、これを明らか
にすることにより、近代日本の死生観の変
位を主題的に究明する礎石を築いた。 

Ｃ）研究代表者は、「生ける死生観」の発
掘に先立って、「生」と「死」をめぐる現代
哲学・倫理学の研究動向等を視野に収め、「倫
理学的な基礎づけ」の準備を進めた。なお、
各自が進める個別的な研究の有機的な統合
を図るべく、月例の会合（在宅緩和医療従事
者も参加）の機会を開催した。 

（２）研究二年目は、在宅緩和医療の患者・
家族を対象とした聞き取り調査をより本格
的に展開するとともに、死生をめぐる課題に
対する思想史的なアプローチそのものの意
義と課題について開かれた討議を実施し、生
と死の「意味」に迫る方法について共同討議
を重ねた。 

Ａ）在宅緩和医療従事者との緊密な連携のも
と、在宅緩和医療の患者・家族を対象とした
インタビュー調査をより本格的に展開し、死
生観にかかわる患者・家族の語りをさらに広
く収集した。また定例の研究会で、インタビ

ューの成果を発表し、チーム全体で共有した。 

Ｂ）思想史研究では、東北大学臨床死生学研
究会シンポジウム「人文学と現場の協業によ
る臨床死生学の創生に向けて」を主催し、２
つの講演と３つの研究発表を行った。それを
通して、ターミナルケアの現場に対して文化
研究からいかなるフィードバックが可能で
あるのか、あるいは臨床の現場がいかなる文
化研究を要求しているのかという問題意識
から、現実社会との対話に開かれた研究のあ
り方を検討することができた。 
Ｃ）日本思想史学会におけるパネルセッショ
ンなどを組織することで、当該分野における
臨床死生学の可能性と、学的関心喚起に努め、
反響を得ることができた。 

（３）最終年度は、研究成果の統合という
観点から研究代表者、研究者分担（桐原健
真氏）、研究協力者（田代志門氏、鷹田佳
典氏、山本佳世子氏）の個別研究を相互に
検証しながら、各自が進めてきた個別的な
研究の有機的な統合を図り、その成果を月
例の会合（在宅緩和医療従事者も参加）の
ほか、学会や研究会の機会に広く発信した。
Ａ）在宅緩和医療従事者との緊密な連携の
もと、在宅緩和医療を受けている患者・家
族を対象とした本格的なインタビュー調査
（第二次お迎えアンケート）をチームとし
て実施し、死生観にかかわる患者・家族の
語りを広く収集した。 

Ｂ）こうして同時代の身近な死生観を発掘
するとともに、近代日本の倫理的・文化的
背景を見すえつつ、思想史的な視座から死
生観の変位を明らかにした。具体的には、
近世から近代日本における死生観の変容を、
浄土真宗を中心とすると国学者との世界観
闘争という形で捉えることで、「あの世」
「来世」や超越的存在の否定の過程を明ら
かにした。 

Ｃ）前項のＡ）とＢ）において、各人が自
らの生と死をどのように捉え、その「意味」
をいかに語り出したかを焦点に、多様な専
門的背景をもつ人文社会科学研究者および
多職種の医療・介護スタッフにより構成さ
れるチームにおいて、考察と分析を進めた。
なお研究代表者は、「生」と「死」をめぐ
る現代倫理学の研究動向、日本における展
開等を視野に収め、生ける死生観の「倫理
学的な基礎づけ」を試みた。 
 
５．主な発表論文等 
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③桐原健真「世界観闘争としての真宗護法
論」、日本思想史学会 2010年度大会「パネル
セッション 3 近代仏教と真宗の問題」（2010
年 10月 17日：岡山市・岡山大学） 
④桐原健真「「あこがれ」としての病院信仰」、
日本思想史学会 2009 年度大会「パネルセッ
ション 1 在宅ホスピスの現場における日本
思想史研究の可能性～「病院死」を選択する
日本人～」（2009年 9月 18日：仙台市・東北
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⑤桐原健真「弘道館とその祭神――会沢神学
の構造」、日本宗教学会 2009年大会（2009年
9月 12日：京都市・京都大学） 
⑥竹之内裕文「現場から考えるということ」、
東北大学臨床死生学研究会・シンポジウム
「『どう生き どう死ぬか――現場から考え
る死生学』の編者を招いて」（2009年 8月 29
日：白石市・木村屋旅館） 
⑦桐原健真「歴史学から倫理学へ――日本思
想史の試み」、日本倫理学会第 59回大会・ワ
ークショップ２「日本思想から倫理学へ」
（2008年 10月 3日：つくば市・筑波大学） 

⑧竹之内裕文「パリアティブ・セデーショ
ンと安楽死――哲学・倫理学の視角」、第 14
回 日 本 臨床 死 生学 会・ シ ンポ ジ ウム
「palliative sedationと安楽死」（2008 年
9月 6日～7 日：札幌市・かでる２・７） 
⑨竹之内裕文、田代志門、相澤出、大村
哲夫「臨床死生学――日本の社会・文化・歴
史へのまなざし」、日本ホスピス緩和ケア協
会年次大会・サテライトワークショップ１
（2008 年 7 月 20 日：仙台市・仙台国際セ
ンター） 
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会、245-275頁、2010年 4月 
④竹之内裕文（共著）『岩波講座哲学 08 生
命／環境の哲学』岩波書店、249-266頁、2009
年 6月 
⑤竹之内裕文（共著）『安楽死問題と臨床倫
理』青海社、99-108頁、2009年 12月 
⑥清水哲郎（監修）・竹之内裕文（編著）・桐
原健真（共著）『どう生き どう死ぬか――
現場から考える死生学』弓箭書院、ⅲ－289
頁、2009年 5月 
⑦桐原健真（共著）『近代日本の仏教者にお
ける中国体験・インド体験』DTP出版、61-72
頁、2009年 3月 
⑧桐原健真（編著）『東アジアにおける公益
思想の変容 近世から近代へ』日本経済評論
社、296頁、2009年 3月 
 
〔その他〕 
ホームページ等： 
タナトロジー研究会 
(Society for Thanatology) 
http://www.sal.tohoku.ac.jp/thanatology
/ 
東北大学臨床死生学研究会 
http://www.sal.tohoku.ac.jp/rinshiken/ 
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